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【図版②】
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といっても過言ではない｡戟後まもない昭和
24年に抽印(謄写版)の『椙山女学園孝経諸
本目録』【囲版②】が刊行されているが､専門
家や研究者から高く評価される一大コレク
ションでありながら､その存在を知る向きは
学内でもそう多くないのが現状であろう｡経
書を中心とした漢籍を集めた八木文庫や近代
短歌研究に欠かせない山崎文庫などととも
に､本学の誇るべき文化遺産として図書館の
ホームページ上で紹介し､その存在を広く世
に発信していく必要があるのではないだろう
か｡この際､そのことを関係各位には切にお
磨いしたい｡
※八木文庫については､中国哲学を専門とされた故森
川重昭教授による『八木文庫漢籍分類目録』(昭和
54年)が､また山崎文庫については､近代短歌を専
門とされた荻野恭茂元教授による『山崎敏夫文庫目
録』(昭和62年)がそれぞれ作成されている｡
孝経文庫については､先に注記した阿部隆一･大
沼晴曙｢江戸時代刊行成立孝経類簡明目録｣に｢孝
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経の蒐集として世に名のある｣ものの一つに挙げら
れている｡
蛇足ながら余談として
昨年､｢孝｣や『孝経』に関する研究書が
相次いで刊行された｡一つは｢二十四孝｣に
代表される孝子説話をめぐる表象およびその
機能を明らかにしようとする宇野瑞木『孝の
風景一説話表象文化論序説』(勉誠出版)で､も
う一つは佐野大介『｢孝｣の研究一孝経注釈と
孝行蕎の分析』(研文出版)である｡またこれは
20年近く前に出されたものだが､孝の精神
に内在する母性原理に光をあてた下見隆雄
『孝と母性のメカニズムー中国女性史の視座か
ら』(研文出版､平成9年)も大きな成果である｡
さらには池澤優『｢孝｣思想の宗教学的研究』
(東京大学出版会､平成14年)もある｡中国のみ
ならず日本や韓国といった東アジア漢字文化
圏の精神史においてかつて果たした役割を学
問的に検証することはきわめて重要で､これ
らの研究は､先に挙げた加地伸行『孝研究』
ともどもそれぞれに大きな成果を挙げてい
る｡私の偏見かもしれぬが､古典研究におい
て､よしそれが文献学的な地味なものであっ
ても現実社会と全く錬縁ではありえない｡何
を研究対象とするにせよ､一見するとそれが
実際上役に立たない迂遠な研究のように思え
ても､研究者が問題意識をもって対象に迫る
とき､その心のどこかに自分の生きている現
代社会の抱えるさまざまな課題と通底してい
る部分があるからだ｡
ただそうはいっても､実のところ現代にお
いて｢孝｣とは､あるいは『孝経』とは､厄
介なしろものである｡拙稿の｢はじめに｣で､
東陽の『孝経発揮』について､これまで敬し
てこれを遠ざけてきたと述べたのも､そのこ
とと決して無関係ではない｡というのも､明
治23年(1890)に発布された『教育勅語』と
相倹って戦前､特に軍国主義的色彩が強まっ
た一時期､初等中等教育の現場で忠孝という
ことがあまりにも声高に叫ばれすぎて､｢孝｣
とか『孝経』といえば､それが古いイエ意識
とも結びついていたこともあって､戦後はさ
ながら儒教道徳の権化､封建時代の遺物のよ
うにみなされ､それゆえ忌避されてきた経緯
があるからだ｡
そもそも｢孝｣という字それ自体は､老人
に子どもが寄り漆う形をあらわした合意文字
(後漠･許憤『説文解字』)で､親に対する子の
情愛をもとにした自然な感情のうるわしい発
露に基づくものである｡ところが､それが礼
教という形をとり規範化され権威づけられる
と､その説き方しだいによっては､逆に人々
の意識や行動を縛り､場合によっては苦しめ
る桂桔ともなり得る｡
例えば､親の死はとても悲しいことであ
る｡悲しみのあまり痛果し､食事も満足に喉
を通らないこともあろう｡ましてや身なりな
どにかまってはいられない｡これが礼として
規定されると､親の喪に服している間は､麻
の租末な衣を着て薄い粥を畷り､決まった巽
礼をしなければならない､となるわけだ｡そ
れに反すると社会から指弾されるのである｡
ただ､こうしたことがすべて孔子の教えに
内在しているのかと言えば､そうではない｡
孔子は｢三年の喪｣は長すぎるから一年で充
分ではないかと主張した弟子の宰我をたしな
めながらも(『論語』陽貨篇)､別のおりには｢礼
と云い礼と云うも､玉吊を云わんや､楽と云
い楽と云うも､鐘鼓を云わんや｣(『論語』陽
貨篇)と言い､儀礼や雅楽は形式よりもそこ
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に込められた思いが大切だとも述べている
し､また孝について弟子から問われた際に
は､その個性や境遇に応じた答えをしている
(『論語』為政篇)からである｡
さらに『孝経』の内容とは全く関係しない
ものの､旧中国においては明清時代を中心と
して､薬になるからとして病気の母親に子が
自分の股の肉を割いて食べさせる(これを｢剖
股｣と称する)といった､まさに異様杏怪とし
か言いようのない行き過ぎた孝行の話がまま
見られる｡桑原l堵蔵『支那の孝道殊に法律上
より観たる支那の孝道』(『支那法制史論叢』所収､
弘文堂書房､昭和10年刊｡後に岩波『桑原隣蔵全集』
第3巻｡さらに『中国の孝道』と改選して講談社学
術文庫､昭和52年に収録)を読めば､そのさま
ざまな具体例を知ることができる｡また中国
近代において社会に巣くう礼教の欺瞞性や虚
偽性を鋭く別出した魯迅は子ども時分に
｢二十四孝｣の絵入り本を読んで､貧しい夫
婦が母親に満足な食事を与えられないので我
が子を口減らしのためやむなく亡きものにし
ようとした｢郭巨､子を埋む｣の詰を知り､
やがて自分もそうなるのではないかとおびえ
たという思い出を｢二十四孝図｣のなかに書
いている(『朝花夕拾』所収｡学研版『魯迅全集』
第3巷所収､昭和60年)｡
しかしながら､わが国の先人たちが『孝経』
に見たのは､当然ながらそうしたグロテスク
な負の遺産ではない｡人としてのありようを
説く『孝経』には､｢親を愛する者は人を悪(に
く)まず､親を敬する者は人を慢(あなど)ら
ず｣(天子肇)という一節もある｡津阪東陽は
これを｢親をいとおしがる者は人を好き嫌い
せず､親をたいせつにする者は人をないがし
ろにしない｣と解し｢孝とは愛･敬の二つに
ほかならない｣と説いているが､その根底に
ある理念は人間尊重の精神ともいえるものな
のである｡東陽もそれを感じ取っていたにち
がいない｡
ここで一つ､私事に捗る事柄を記しておき
たい｡南伊予の片田舎に住む私の父親が腎不
全を患い十数年も人工透析を続けたせいか片
足がむくみ壊死しかけ､医師から切断したほ
うがよいと勧められたとき､｢シンタイハツ
プコレヲフボニウク……｣と呟いて､これを
頑なに拒んだ｡齢93を越え､己の寿命を悟っ
ていたためでもあろうが､周囲にいた年若い
看護師には何を言ってるのか､さっぱりわか
らなかったという｡気が動転した年寄りの世
迷い言ぐらいにしか受け止められなかったよ
うだ｡大正9年(1920)生まれの父は高等小
学校卒業で学歴のある人間ではないものの､
おそらく子どものときに聞きかじった言葉を
覚えていたのだろう｡兵隊にとられて無事に
帰ることができ､80歳になるまで製材業に
従事しながら､その間に労災や事故にも遭わ
ず､90過ぎまで命ながらえた以上､わずか
数年の延命のために片足を切断するのを躊躇
したのだと思われる｡その後､半年もたたず､
父はみまかった｡
『孝経』において孔子から孝についての教
えを受けたとされた曾子はその晩年､病篤く
なったとき弟子たちにこう言ったという｡｢予
が足を啓(ひら)け､予が手を啓け｡諸に云う､
戟戟兢兢として深淵に臨むが如く､薄氷を踏
むが如しと｣云々と(『論語』泰伯篇)｡父母か
らもらった身体を傷め損なわないように慎重
に慎重を重ねて生きてきたというのである｡
手足に傷跡一つないと解する向きもあるが､
そこまで厳格に言っているのではなかろう｡
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手足を損なうことなく生きて来られたのは全
くの僚倖の結果に過ぎないが､そういう言葉
を吐いて最後を迎えられるのは､なんと幸せ
なことかと､姉から父親の話を聞いてふと
思った次第である｡〈孝〉 とは､自己を犠牲
にして親に尽くすことではない｡むしろ自分
の命を体を租末に扱わず､これを全うすると
いう教えでもあるのだ｡先に｢人間尊重の精
神｣といったのは､そのような意味合いをも
含んでいる｡
テーマに掲げた津阪東陽の『孝経発揮』か
らは少しく逸脱したかもしれない｡だが､今
回､『発揮』をはじめ関連の文献に多少なり
とも目を通してみて､『孝経』が封建道徳を
説いているから現代において価値がない無益
だと一顧だにせず捨て置くのも､いかがなも
のかと考えるようになった｡親をたいせつに
する子が親となって我が子を虐待するはずが
ないと思うのだが､それはあまりに素朴単純
なもの言いにすぎるであろうか｡
202 JournaIofSugiyamaHumanResearch2016
